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令和元年５月 東京地区百貨店売上高概況 

令和元年６月２１日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        １，２２８億円余 

２．前年同月比     －１.６％（２か月連続マイナス） 

３．店頭・非店頭    店頭－１.０％(９１.１％)：非店頭－７.０％(８.９％) 

     の増減                         （ ）内は店頭・非店頭の構成比 

４．調査対象百貨店   １３社 ２５店 （平成３１年４月対比±０店） 

５．総店舗面積     ８３５,４１８㎡ （前年同月比：－０.７％） 

６．総従業員数     １７,３４５人  （前年同月比：－４.６％） 

７．３か月移動平均値  10-12 月 ０.３％、11-1 月 －１.２％、12-2 月 －１.５％、 

              1-3 月 －１.０％、2-4 月 －０.２％、3-5 月 －０.６％ 

 

［参考］平成３０年５月の売上高増減率は１.３％ 

 

【特 徴】 

(1) ５月の東京地区は、新元号にちなんだ祝賀イベントや福袋などの関連企画が盛況だった

他、各社実施の集客策も奏功。気温の上昇とともに夏物アイテム、ＵＶ関連商品も活発

化し、入店客数は０.３％増と１９か月連続でプラスした。しかし、売上については、連

休後の反動や、改装工事による売場面積縮小も響き、１.６％減とマイナスした。 

(2) 増勢が続く高額品（美術･宝飾･貴金属）では、宝飾、時計が大幅伸長。夏のコスメフェアも好

評な化粧品はＵＶ対策やボディケアが売上を伸ばし、雑貨（１.７％増）トータルで４か月連

続前年をクリア。食料品（０.２％減／３か月ぶり）は、母の日やＧＷ手土産需要の洋菓子をはじ

め、弁当、惣菜、和洋酒、物産展などの食品催事が好調だったが、生鮮食品がマイナス

し、全体ではほぼ前年並みとなった。また、下旬の記録的な暑さもあり、ビアガーデン

は早くも賑わいを見せている。 

(3) 身のまわり品（１.９％減／２か月連続）は、ラグジュアリーブランドの他、気温上昇に伴い晴雨

兼用傘、帽子、サングラスが好調。男性用日傘は二桁の伸びを示す店舗も多く見られた。

また、マリッジ・エンゲージリングを含むアクセサリーや、バッグ、スニーカーも動い

たが、パンプス、サンダルは不調だった。 

(4) 衣料品（２.２％減／７か月連続）は、ジャケット、ワンピース、カットソー、カジュアルウェア

など夏物衣料が堅調。スーツ、ネクタイなどのビジネスアイテムやニットは伸び悩んだ。 

(5) ６月中間段階の商況は、３.１％減（6／17）で推移している。 

【要 因】 
(1) 営業日数増減    ３１.０日（前年同月比 ±０.０日） 

(2) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１９店舗） 

     ①増加した：６店、②変化なし：７店、③減少した：６店 

(3) ５月歳時記（GW、母の日）の売上（同上／有効回答数１２店舗） 

   ①増加した：１店、②変化なし：８店、③減少した：３店 
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売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 122 ,841 ,110 100 .0 -1 .6

紳士服・洋品 10,396,776 8.5 -5.2

婦人服・洋品 21,079,459 17.2 -0.7

子供服・洋品 2,559,569 2.1 -2.1

その他衣料品 2,045,310 1.7 -1.5

衣　　料　　品 36 ,081 ,114 29 .4 -2 .2

身のまわり品 18 ,228 ,163 14 .8 -1 .9

化粧品 14,471,608 11.8 1.3

美術・宝飾・貴金属 9,668,243 7.9 7.8

その他雑貨 4,946,338 4.0 -7.5

雑　　　　　　貨 29 ,086 ,189 23 .7 1 .7

家　　具 1,564,047 1.3 12.4

家　　電 875,066 0.7 -16.7

その他家庭用品 2,933,017 2.4 -12.7

家　庭　　用　品 5 ,372 ,130 4 .4 -7 .4

生　鮮　食　品 3,956,857 3.2 -4.0

　菓　　子　 7,144,179 5.8 0.4

　惣　　菜　 6,239,535 5.1 1.2

その他食料品 8,597,387 7.0 0.1

食　　　料　　　品 25 ,937 ,958 21 .1 -0 .2

食　堂　　喫　茶 2 ,805 ,405 2 .3 -5 .4

サ　ー　　ビ　ス 2 ,135 ,504 1 .7 1 .7

そ　　の　　他 3 ,194 ,647 2 .6 -17 .3

　対前年増減(-)率 (%)

商  品  券 1,977,391 千円 -8.9

従  業  員  数 17,345 人 -4.6

店　舗  面  積 835,418 ㎡ -0.7

営  業  日  数 31.0  日 前年 31.0 日

東京地区百貨店　売上高速報 2019年5月

 

　対前年増減(-)率 (%)

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。

   本統計には消費税は含まれておりません。
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Ⅱ．商品別の動き  

 

   主要５品目は、雑貨が４か月連続のプラスとなった。また、家庭用品が９か月連続、衣 

料品が７か月連続、身のまわり品が２か月連続、食料品が３か月ぶりのマイナスとなっ 

た。その他の品目は、化粧品が５０か月連続、菓子が９か月連続、美術・宝飾・貴金属が 

４か月連続、惣菜が３か月連続、家具、その他食料品が２か月連続のプラスとなった。 

 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －１.６ ―  ２か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －５.２ －０.５ ２か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －０.７ －０.１ ３か月連続マイナス 

子供服・洋品 －２.１ －０.０ ８か月連続マイナス 

その他衣料品 －１.５ －０.０ ３か月連続マイナス 

衣料品 －２.２ －０.６ ７か月連続マイナス 

身のまわり品 －１.９ －０.３ ２か月連続マイナス 

化粧品 １.３ ０.２ ５０か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ７.８ ０.６ ４か月連続プラス＊ 

その他雑貨 －７.５ －０.３ ４か月連続マイナス＊ 

雑貨 １.７ ０.４ ４か月連続プラス 

家具 １２.４ ０.１ ２か月連続プラス 

家電 －１６.７ －０.１ ２か月連続マイナス 

その他家庭用品 －１２.７ －０.３ １１か月連続マイナス 

家庭用品 －７.４ －０.３ ９か月連続マイナス 

生鮮食品 －４.０ －０.１ ８か月連続マイナス＊ 

菓子 ０.４ ０.０ ９か月連続プラス＊ 

惣菜 １.２ ０.１ ３か月連続プラス＊ 

その他食料品 ０.１ ０.０ ２か月連続プラス＊ 

食料品 －０.２ －０.０ ３か月ぶりマイナス 

食堂喫茶 －５.４ －０.１ ９か月連続マイナス 

サービス １.７ ０.０ ３か月ぶりプラス 

その他 －１７.３ －０.５ ４か月連続マイナス 

商品券 －８.９ －０.２ ８か月連続マイナス 

      （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・橘・長柴  まで  

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

